
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診療時間 

 
 
 
骨粗鬆症の診断には骨塩定量検査が必要です。 

検査法は以下の３種で、それぞれ長所と短所があります。 
 

ＤＸＡ法 

どの部位の測定も可能で、骨粗鬆症の診断精度に優れる。 
また、骨粗鬆症治療薬の効果判定にも有用である。 
しかし、限られた施設にしか設置されておらず、診察予約を
しないと使えない。 

ＭＤ法 
Ｘ線で手の写真を撮れば測定ができるので、非常に簡便に
骨粗鬆症の診断が可能である。しかし治療の効果判定には
用いることができない。 

ＱＵＳ法 
X 線を用いないので安全であり、スクリーニング検査として
有用である。しかし、検査値にバラツキが大きいので、診断
には向かない。 

 
いずれの方法においても、骨塩量が若年成人の平均値と比べて７０％

未満の場合を骨粗鬆症と診断します。 
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〒500-8322 岐阜県岐阜市香取町 3-48  TEL：058-251-4452 
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院長のブログ 
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